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(４) 親魚耳石標識確認調査 
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東北区水産研究所： 高橋史久、小松信治、中島歩、渡邉誠 
十勝釧路管内さけ・ます増殖事業協会： 成田伝彦、新出幸哉、林紀幸、佐藤友春、外﨑祐

太、鈴久名啓介 
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【目的】 
 太平洋サケ資源回復調査事業及びサケ資源回帰率向上調査事業において平成 25～28 年

度に放流した魚が標識放流河川へ回帰することから、放流パターン別回帰状況を解析し、ふ

化放流手法の改良に活用する。 
 
【方法】 

釧路川のオソツベツ孵化場および美留和孵化場から 2011～2014 年級群に異なる ALC 標

識を施し、時期を変えて放流した（表 1、図 1）。9 月上旬から 11 月中旬の各旬において、釧路

川本流で捕獲された親魚の雌雄それぞれ 200 尾、計 400 尾を上限として尾叉長の測定、鱗

及び耳石を採取し、合計で 2,947 尾を標本とした。定法に従い、鱗から年齢査定を、耳石から

ALC 標識の確認を行った。年齢査定の結果から得られた雌雄別、旬別の年齢比率を旬別捕

獲尾数に乗じて各年齢の回帰尾数を推定した。 

年齢と標識パターンから各年級の放流群を識別した。旬毎に年級別、雌雄別に各放流群

の発見尾数を調査尾数で除して発見率を算出した。標識魚の発見率を各旬の捕獲尾数に乗

じ、それらを合計して河川回帰尾数を推定した。河川回帰率は、各放流群別に 2011 年級で

は 3〜8 年魚、2012 年級では 3〜7 年魚、2013 年級では 3～6 年魚、2014 年級では 3～5 年

魚の推定河川回帰尾数を合計した値を放流数で除して求めた。 

 釧路川（雪裡川）、静内川、知内川、余市川安家川、津軽石川へ溯上する親魚から鱗及び

耳石を採取し、年齢及び耳石温度標識パターンを解析することにより、標識放流群毎の回帰

率を算出する（図 2）。回帰率は時期別に雌雄別年齢別の標識群毎の比率をそれぞれの河川

捕獲数に乗じて標識群毎の捕獲数を推定し、それを放流数で除して算出する。 
 
【結果】 
・釧路川本流 

１）釧路川本流へ遡上した親魚の遡上状況および年齢組成 

 2019 年の釧路川本流での親魚捕獲は、9 月 5 日に開始され 11 月 21 日までの間に雌が

7,529 尾、雄が 6,083 尾、合計 13,612 尾が捕獲された。旬別捕獲尾数は 9 月下旬から 10 月

下旬までは 1,000 尾を超えており、10 月上旬の捕獲尾数が 4,316 尾と最も多かった。釧路川

本流で捕獲の行われた 9 月上旬〜11 月下旬において、捕獲数全体に占める標本の割合は

雌が 20.6％、雄が 22.9％、雌雄全体では 21.7％であった。標本のうち年齢査定が可能な

2,934 尾の年齢査定を行った結果、2 年魚が 1 尾、3 年魚が 170 尾、4 年魚が 1,590 尾、5 年

魚が 1,172 尾、6 年魚が 1 尾であった（表 2）。釧路川本流で捕獲された親魚は 2 年魚が 7 尾、
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3 年魚が 659 尾、4 年魚が 7,484 尾、5 年魚が 5,467 尾、6 年魚が 2 尾と推定された（表 3）。 

2）釧路川本流における標識魚の回帰率 

 耳石から大リング 30 尾、小リング 82 尾、二重リング 51 尾の ALC 標識を確認した。2014 年

級の 5 年魚の標識のみが確認され、小リングの発見率が最も高かった（表 4）。表 5 に示した

標識群の河川回帰率は、2011 年級が 0.053〜0.763％、2012 年級が 0.009〜0.059％、2013

年級が 0.003～0.007％、2014 年級が 0.052～0.099％であった。同じ放流場所へ時期を変え

て放流した場合、いずれも放流時期が遅い群で河川回帰率が高かった。また 2013 年級の各

放流群の河川回帰率は他の年級と比較して非常に低かった。2016 年は捕獲時期に長期間の

増水があり、捕獲場所を放流したふ化場の排水部へ変更したため、2011 年級の 5 年魚、2012

年級の 4 年魚、2013 年級の 3 年魚の評価については引き続き検討を行う。 

 

・釧路川支流雪裡川 

 8 月下旬から 11 月中旬に雪裡川へ遡上したサケ親魚から旬毎に雌雄 50 尾程度の鱗及び

耳石を採取し、合計 894 尾の年齢及び耳石温度標識パターンを解析した。その結果、芦別ふ

化場産の耳石温度標識魚は、2013 年級の 6 年魚では、9 月受精群（2-6-2H）が 1 尾確認さ

れ、10 月受精群（2-6-3H）は確認されなかった。2014 年級の 5 年魚では 3 月放流群（2n,2n-

2H）が 11 尾、4 月放流群（2n-2n,2H）が 18 尾確認された。2015 年級の 4 年魚では、3 月放流

群（2n,2n-2H）が 8 尾、4 月放流群（2n-2n,2H）は 15 尾が確認された。2016 年級の 3 年魚で

は、9/23 受精群（2n,2n-2H）が 1 尾、10/12 受精群（2n-2n,2H）は 1 尾が確認された（表 6）。 

・静内川 

9 月中旬から 12 月上旬に静内川へ遡上したサケ親魚から旬毎に雌雄 50 尾程度の鱗及び耳

石を採取し、合計 908 尾の年齢及び耳石温度標識パターンを解析した。その結果、豊畑ふ化

場産の耳石温度標識魚は、2014 年級の 5 年魚では、9 月受精群（2,3,1,2H）が 27 尾、10 月

受精群（2,3,1,3H）が 3 尾、11 月受精群（2,3,1,4H）が 7 尾確認された。2015 年級の 4 年魚で

は、9 月受精群（2,3,1,2H）が 66 尾、10 月中旬受精群（2,3,1,3H）が 33 尾、10 月下旬受精群

（2,3,1,4H）が 47 尾、11 月受精群（2-3,1,3H）が 52 尾確認された。2016 年級の 3 年魚では、

9 月受精群（2,3,1,2H）が 10 尾、10 月中旬受精群（2,3,1,3H）が 19 尾、10 月下旬受精群

（2,3,1,4H）が 41 尾、11 月受精群（2-3,1,3H）が 36 尾確認された。2017 年級の 2 年魚では、

9 月受精群（2,3,1,2H）が 1 尾、10 月中旬受精群（2,3,1,3H）が 1 尾、10 月下旬受精群

（2,3,1,4H）が 1 尾確認され、11 月受精群（2-3,1,3H）は確認されなかった。 

・知内川 

 9 月下旬から 12 月中旬に知内川へ遡上したサケ親魚から旬毎に雌雄 50 尾程度の鱗及び

耳石を採取し、合計 892 尾の年齢及び耳石温度標識パターンを解析した。その結果、知内ふ

化場産 2014 年級放流群の 5 年魚では、3 月放流群（2,3-2H）が 4 尾、4 月放流群の 2-2,3H

が 21 尾、5 月放流群の 2-2,1,2H が 6 尾、2-3,2H が 2 尾確認された。2015 年級放流群の 4

年魚では、3 月放流群（2,3-2H）が 1 尾、4 月放流群（2-2,3H）が 9 尾、5 月放流群（2-3,2H）

が 10 尾確認された。 

・余市川 

 9 月中旬から 10 月下旬に余市川へ遡上したサケ親魚から旬毎に雌雄 50 尾程度の鱗及び

耳石を採取し、合計 470 尾の年齢及び耳石温度標識パターンを解析した。その結果、余市ふ

化場産 2016 年級放流群の 3 年魚では、3 月中旬放流群（2,2,1,4H）が 19 尾、3 月下旬放流

群（2-2,3H）が 28 尾、4 月上旬放流群（2,2,1,5H）が 36 尾確認された。2017 年級放流群の 2

年魚では、3 月中旬放流群（2,2,1,5H）が 1 尾、3 月下旬放流群（2,2,1,4H）が 2 尾、4 月上旬

放流群（2-3,2H）が 2 尾確認された。 

・安家川 

 9 月上旬から 11 月下旬に安家川へ遡上したサケ親魚から旬毎に雌雄 50 尾程度の鱗及び
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耳石を採取し、合計 857 尾の年齢及び耳石温度標識パターンを解析した。その結果、下安家

ふ化場産の耳石温度標識魚は、2014 年級の 5 年魚では 33 尾（2-3H）、2015 年級の 4 年魚

では、7 尾（2-3H）が確認された。 

・津軽石川 

 10 月から 12 月に津軽石川へ遡上した 300 尾のサケ親魚から鱗及び耳石を採取し、年齢及

び耳石温度標識パターンを解析中。 

 

 平成 25～28 年度の太平洋サケ資源回復調査事業による耳石温度標識放流群（2013～

2015 年級）について、各河川の雌雄別旬捕獲数に各標識放流群の混入率を乗じて標識放流

群毎の回帰親魚数を推定し、過年度調査分とともに表 7 に示した。また、本年度に回帰した年

齢までの累積数を放流数で除して河川回帰率を算出した。 
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表 6．耳石温度標識放流群毎の標識魚発見数（2019 年漁期回帰親魚） 

河川 耳石温度標識
コード

2年魚
(2017年級)

3年魚
(2016年級)

4年魚
(2015年級)

5年魚
(2014年級)

6年魚
(2013年級)

7年魚
(2012年級)

釧路（雪裡） 2-6-2H − − − − 1 −
釧路（雪裡） 2-6-3H − − − − 0 −
釧路（雪裡） 2n,2n-2H 0 1 8 11 − −
釧路（雪裡） 2n-2n,2H 0 1 15 18 − −
釧路（雪裡） （標本数） 0 32 424 435 3

静内 2,3,1,2H 1 10 66 27 − −
静内 2,3,1,3H 1 19 33 3 − −
静内 2,3,1,4H 1 41 47 7 − −
静内 2-3,1,3H 0 36 52 − − −
静内 （標本数） 11 232 531 133 1 0
知内 2,3-2H − − 1 4 0 −
知内 2-2,1,2H − − − 6 − −
知内 2-2,3H − − 9 21 0 −
知内 2-3,2H − − 10 2 − −
知内 （標本数） 17 494 133 242 6 0
余市 2,2,1,4H 2 19 − − − −
余市 2,2,1,5H 1 36 − − − −
余市 2-3,2H 2 28 − − − −
余市 （標本数） 8 153 190 30 1 0
安家 2-3H − − 7 33 0 −
安家 （標本数） 20 22 106 706 3 0

※津軽石は分析中
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表 7．太平洋サケ資源回復調査事業による耳石温度標識放流群毎の河川回帰率 

（2016～2019 年漁期回帰親魚） 

河川 年級 耳石温度 放流数 河川回帰率 放流時期 放流体重
標識コード 2年魚 ３年魚 ４年魚 5年魚 6年魚 累計 (千尾) (％) (g)

2013 2-6-2H 0 0 76 6 56 138 1,625 0.008 4月上旬〜
5月上旬 1.30

2013 2-6-3H 0 0 1 0 0 1 2,138 0.000 4月下旬〜
5月上旬 1.17

2014 2n,2n-2H 0 0 691 315 1,006 1,745 0.058 3月下旬 1.00

2014 2n-2n,2H 0 12 711 471 1,194 1,757 0.068 4月中旬 0.85

2015 2n,2n-2H 0 15 169 184 1,760 0.010 3月下旬 1.17

2015 2n-2n,2H 0 0 316 316 1,960 0.016 4月中旬 1.22

2014 2,3,1,2H 0 703 5,584 1,456 7,743 930 0.833 4月中旬 2.06

2014 2,3,1,3H 0 335 767 466 1,568 928 0.169 4月下旬 1.77

2014 2,3,1,4H 0 569 2,123 904 3,596 1,020 0.353 5月上旬 1.39

2015 2,3,1,2H 0 414 4,686 5,100 1,007 0.506 4月中旬 2.54

2015 2,3,1,3H 0 418 3,422 3,840 1,544 0.249 4月中旬 2.07

2015 2,3,1,4H 0 921 6,251 7,172 2,003 0.358 4月下旬〜
5月上旬

1.45

2015 2-3,1,3H 0 1,233 5,643 6,876 1,466 0.469 5月上旬 1.84

2013 2,3-2H 0 20 72 41 0 133 1,342 0.010 3月中旬 1.33

2013 2-2,3H 0 278 2,852 877 0 4,007 1,828 0.219 4月中旬 1.21

2014 2,3-2H 0 264 949 51 1,264 1,005 0.126 3月中旬 1.16

2014 2-2,1,2H 0 16 285 145 446 426 0.105 5月上旬 1.26

2014 2-2,3H 0 291 2,299 416 3,006 957 0.314 4月中旬 1.17

2014 2-3,2H 0 10 136 3 149 489 0.030 5月上旬 1.26

2015 2,3-2H 0 15 17 32 987 0.003 3月中旬 1.16

2015 2-2,3H 0 24 230 254 982 0.026 4月中旬 1.42

2015 2-3,2H 0 119 75 194 930 0.021 5月上旬 1.41

2013 2-3H 0 ※ 232 0 0 232 1,500 0.015 3月上旬 1.65

2014 2-3H 0 368 4,033 624 5,025 1,715 0.293 3月中旬 2.04

2015 2-3H 0 110 128 238 2,150 0.011 3月上旬 2.20

2013 2-4H 0 0 3,145 875 (分析中) 4,020 4,159 0.097 4月上旬〜
5月上旬 2.14

2014 2-4H 0 243 2,981 (分析中) 2,981 3,089 0.097 2月下旬〜
3月上旬 1.89

2014 2,7H 0 0 47 (分析中) 47 1,139 0.004 3月下旬 2.10

2015 2-4H 0 0 (分析中) 0 3,139 0.000 2月下旬 2.74

2015 2,7H 0 0 (分析中) 0 1,030 0.000 4月中旬〜
5月上旬 1.60

 ※3年魚台風被害のため殆ど捕獲無く未調査

標識魚推定数(尾)

釧路
(雪裡)

静内

安家

津軽石

知内




